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会社概要
Ubie株式会社について

医師とエンジニアで創業

「人々を適切な医療に案内する」がミッションの

地域の医療と人をつなげる医療AIスタートアップ企業

社名：Ubie株式会社

代表：阿部吉倫（医師）、久保恒太（エンジニア）

設立：2017年5月（創業5年目）

従業員：180名（2022年1月現在）

https://ubie.life/

社名の由来：”指”で医療にアクセスする

https://ubie.life/
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阿部 吉倫　Abe Yoshinori 
Ubie株式会社 共同代表取締役  / 医師 

1990/2/9 生まれ  

　　

● 2015年 東京大学医学部医学科卒

● 東京大学医学部付属病院、

東京都健康長寿医療センターで初期研修を修了

● 2017年5月 Ubie株式会社を共同創業

● 2019年12月より

日本救急医学会救急AI研究活性化特別委員会委員

● 2020年 Forbes 30 Under 30 Asia 

Healthcare & Science部門選出

Abe    Yoshinori 

阿部 吉倫　

Ubie株式会社 共同代表取締役  / 医師 

1990/2/9 生まれ  
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● 東京大学大学院工学系研究科卒

● エムスリー株式会社で約2年、医師Q&Aサービスなどの

BtoCヘルスケア領域のソフトウェア開発および

Webマーケティングに従事

● 2013年東大在籍時に今のUbieの原型となる

プログラムを研究開発し始める

● 2017年に阿部とともにUbieを創業

                                           Kubo     Kota   

久保 恒太　

Ubie株式会社 共同代表取締役  / エンジニア

1989/10/17 生まれ  
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実績（主要なものを抜粋）

2019/08
2020/09

厚労省　医師等の働き方改革の補助金交付「タスク・シフティング等医療勤務環境改善推進事業」

ユビーAI問診が対象でサンプルにAI問診明記

2020/01 日経ヘルスケア クリニックでのユビーAI問診活用事例紹介 "事前のAI問診で頭痛の問診時間を3分の1に"

2020/04 ユビーAI受診相談を提供開始

2020/06 日本テレビ「news zero」 クリニックでのユビーAI問診活用事例紹介

2020/08 フジテレビ「Live News α」 コロナ禍におけるクリニックでのユビーAI問診活用事例紹介

2020/10 日本サービス大賞の「厚生労働大臣賞」「審査員特別賞」受賞

2020/11 日本医師会・経産省セミナー登壇（「withコロナ時代の医療機関の課題解決の取組」）

2020/12 海老名市・海老名市医師会・海老名総合病院にて「ユビーAI受診相談」のコロナ対策での活用開始

2021/01 緊急事態宣言を受けてユビーAI問診のクリニックへの無償提供開始

2021/07 ユビーリンクの提供開始

2021/12 東京都医師会と生活者・住民向けにユビーAI受診相談の連携
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医師を目指し、起業するまで

社会背景
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共同代表の阿部が研修医時代に直面した医療をとりまく課題

医療現場の

過酷な労働環境

患者と医療の距離

“メディカル

ディスタンス”の遠さ

病院「内」の課題 病院「外」の課題
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42.5%
医師の燃え尽き症状発症割合

医師の業務量は限界

1,860時間
昨年策定された医師の労働時間上限

過労死ライン2倍の労働時間

1500病院

1999~2019までに閉院した病院(20床以上)

医師の雇用を守る病院も経営が限界

医療は未だに現場の医療従事者の身を削る仕事によって
成り立っています。

医療の機器類や電子カルテは患者治療の強力な手段である一
方で”スマート”でないそれらのシステムは使いこなす
医師には大きな負担となっています。

医師の雇用と労働環境を守るはずの医療機関も財政難から経
営が立ち行かなくなっています。

今の医療、未来の医療を守るためにUbieは医療提供者が
必要とするものを最速で提供していきます。

疲弊する医療現場、立ち行かない病院経営

病院「内」の課題
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医師の時間外労働の主な理由

20 40 60 80%

緊急対応

外来・手術の延長

カルテ作成

会議・勉強会

57.7%

55.6%

64.8%

42.5%

厚生労働省「医師の働き方改革に関する検討会」より
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医師は、医師本来の診療業務以外で忙殺されている

外来診療が増えると...
それ以上に

電子カルテ記載など事務作業が増える

* Annals of Internal Medicine（2016年9月）

+1時間

+2時間

+1時間
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30.5%
国民の有症状者率

自覚症状を抱える人は多い

63.5%
「様子見をしていたため」受診が遅れた人の割合

しかし、受診機会は逸失されている

12.9回/年/人
OECD平均の2倍以上の受診回数

不要な受診も多く発生

全国に医療機関が行き渡り、
理論的には皆が世界標準の治療を受けられるこの国でも、
適切な医療を受けられていない人が多くいます。

手遅れになってから診断され、
救えるはずの命が救えない人。

複雑な医療制度の中で、
適切な医療を見つけられずに受診を繰り返す人。

ネットの情報に一喜一憂し、
正しい医療情報にたどり着けない人。

全世界の人が適切なタイミングで適切な医療を受けるまで、Ubie
の挑戦は続きます。

適切なタイミング、適切な医療

病院「外」の課題
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医療と患者の距離”メディカルディスタンス”の遠さ

総務省消防庁によると全国で10年に救急車で

搬送された患者498万人のうち、50.4％が入院

などを必要としない軽症だった。病院や業界団

体などの中には安易な救急車の利用や夜間、

休日時間帯の救急外来の利用をコンビニエン

スストアに行く気軽さと重ね合わせて「コンビニ

受 診 」と呼んで批 判する声も少なくない。

自身の判断で、適切なタイミングで適切な医療にかかるのは難しい

ケース1：軽症者の「コンビニ受診」

出典：NIKKEI STYLE 2012/5/9

本来機能

大病院：急性期医療

診療所：初期診断

急性期
治療の必要な
患者を紹介

症状の安定した
患者を逆紹介

現実

大病院：急性期医療

診療所：初期診断

フリーアクセス
軽症患者

本来大病院に
かかるべき
重症患者

軽症患者

重症
患者

外来過多
医療逼迫

軽症患者
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医療と患者の距離”メディカルディスタンス”の遠さ

出典：神奈川県保険医協会 2020/08

歯科

59％

耳鼻

咽喉

科

55％

皮膚

科

48％

内科

42％

小児

科

42％

受診控えや重症化が報告された診療科 新型コロナウイルスへの感染を懸念した医療機関への「受診控え」で、他の疾病を

悪化させるケースが出ている。がん検診を控えた結果、肺がんの発見が遅れて死

亡するケースが確認されているほか、生活習慣病の悪化を憂慮する声も。（中略） 

新型コロナによる国内の死者はこれまでに約１６００人。対して、肺がんによる死

者は毎月数千人に及んでいる。同協会の担当者は「来年以降のがんの発見が増

えるとともに、がんの中でも進行がんの割合が増えることが懸念される」と警告す

る。

受診控えが生じているのは、がん検診だけではない。日本生活習慣病予防協会

が全国３３８人の医師を対象に行ったアンケートでは、半数以上の１９１人が生活

習慣病に関する受診控えについて「増えている」「とても増えている」と回答。うち

１８６人は、痛風などの発症が増加すると考えていることが分かった。

出典：産経新聞 2020/10/05

自身の判断で、適切なタイミングで適切な医療にかかるのは難しい

ケース2：コロナ禍で加速する重傷者の 「受診控え」
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医師を目指し、起業するまで

Ubieの事業
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診察事務を1/3に効率化 症状から受診の手がかりがわかる

Ubieが提供するサービス

利用者
月間

450
万人超

導入施設

500超

https://intro.dr-ubie.com/ https://ubie.app/

https://intro.dr-ubie.com/
https://ubie.app/
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ユビーAI問診とは

医師画面

これまで

患者画面

記載がほぼ終わった状態から

追加聴取するだけ

患者の主訴や訴えに応じ

質問を出し分け。事前問診が充実

一括コピー&ペーストにより

カルテ入力時間を短縮

事前問診 口頭問診 カルテ入力  

紙面による定型質問 病状をイチから聴取
聴取内容をイチから

カルテ入力

ユビー

AI問診

紙からデジタルに。問診業務を効率化し、医療従事者の働き方改革をサポート
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ユビーAI問診の特徴

特徴❶ 患者ごとに問診事項が最適化 スマホタブレット

主訴入力 基本的な問診事項

自由入力形式

主訴入力のみ自由入力。3文字以

上入力すると検索候補キーワードが

表示されます。

※症状によっては1文字でも候補表示が可能

選択形式

主訴入力以外はすべて選択式。直感的なデザ

インなので、迷わずサクサク答えることができ

ます。

参考病名表示のための問診事項

疾患A

疾患B

疾患C

疾患D
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ユビーAI問診の特徴

特徴❷ いつでもどこでも事前問診が可能

✔

タブレット版と質問の内容・精度は基本的に同じです

スマホ

来院前の自宅や職場で

待ち時間に医療機関の駐車場で

患者自身のスマホで問診ができます

✓
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ユビーAI問診 医師画面の特徴

特徴❶ 問診内容を自動で「医師語」に翻訳

• 問診結果を医師の表現に即時変換

ex）生活に支障をきたす痛み→「NRS8/10程度」

• 診察内容を追加・編集可能

• バイタル・持参薬などの情報も自動出力

• コピー＆ペーストをするだけで

電子カルテの作成が完成

電子カルテ作成をサポート
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ユビーAI問診 医師画面の特徴

特徴❷ 問診の聞き漏れを防ぐ「参考病名リスト」

AI問診の技術

01
国内外の医学論文

50,000本以上をデータベース化

02
毎日、リアルタイムで取得される医師

による臨床診断データを

自動的に反映
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AI問診ユビーのメリット

ユビー
AI問診

患者のメリット 医療機関のメリット

院内滞在時間の削減
医院ホームページ上から事前に問診が実施可能。院内
での問診が不要になり院内滞在時間が削減できる。

患者満足度の向上

紙問診への記述では、思っていても伝えられない事が
多い。AI問診では出てくる質問に対し答えるだけで、よ
り深い状況を伝えられるため、しっかりと診ていただけ
る安心感を与えられる。

事務業務の圧倒的効率化
問診結果を瞬時に医師の表現に変換して表示。内容を
確認・追記し、最後は電子カルテにそのまま貼り付ける
だけ。スキャナー機能もご活用いただくと事務業務を圧
倒的に効率化できる。

院内感染リスク対策
Webからの事前問診内容を確認することにより、
COVID-19疑い患者に対する適切な案内が可能。

見落とし防止
問診結果をもとにAIが最大10個の関連する病名を表
示。診察時のサポートとして活用可能。

ユビーAI問診のメリット

問診の効率化と充実化を実現し、安心安全な外来づくりをサポート
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ユビーAI問診の導入効果（東京都医師会理事  目々澤醫院にて）

　導入前　10.26±1.63分（n=48）

　導入後　3.54±1.46分（n=164）

　　　　　　　2018年11月 頭痛学会にて論文発表

外来の問診時間

1/3に短縮
（1問診あたり約6分削減）



23

外来初診短縮による経営効果 試算

※ 年あたり問診時間：外来患者数9万人/年 (7,500人/月)、初診率10%、初診患者数9,000人/年(750人/月)と想定　　

　（初診30人/日　×　1患者当たり約7分削減　×　25日　×　12ヶ月　≒　1,000　時間

年間約1,000時間の事務作業削減が期待（初診 30人/日 程度の病院の場合）

10分
16秒

3分
32秒

 通常問診  AI問診導入後

65.5%
削減

1,539
時間

531
時間

年1,008時間

削減

 通常問診  AI問診導入後
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【導入医療機関の声】岡山旭東病院（岡山県・202床）

24

24

患者さんの滞在時間を20分以上削減

岡山県

公益財団法人 操風会 岡山旭東病院

土井 英之 副院長

榊原 祥裕 情報システム室長

3.5分削減

Before 53.4分
↓

After 49.9分

21分削減

Before 189分
↓

After 168分

受付〜診察までの待ち時間 受付〜会計までの滞在時間
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25

25

【導入医療機関の声】済生会京都府病院（京都府・300床）

問診看護師の省力化と配置の最適化へ

京都府

済生会京都府病院

藤 信明 副院長 

中川 雅夫 経営企画課 課長

松村 優  経営企画課 係長

問診時間

1/2削減

Before 15〜20分
↓

After 7〜8分

受付看護師の人員

2名を病棟配属へ

Before 10名
↓

After 8名
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ユビーAI問診　導入実績

26

導入済み医療機関数

500+  
地域カバレッジ

47/47 都道府県

リリースから4年で、500以上の医療機関が導入
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ユビーAI受診相談とは

自宅などにてスマートフォン等から、 症状に関連する病名や近くの医療機関を調べる ことができる

通常疾患に加え、新型コロナウイルス (COVID-19)の症状チェックも可能
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生活者の適切な受診行動をサポート

適切な受診先・タイミングがわからない

○軽症重症に関わらず救急・大病院へ

○受診控えによる家庭や職場等での感染拡大・重症化

○新型コロナの院内感染拡大の一因に

適切な受診先・相談先が調べられる

○通常疾患および新型コロナのAI受診相談

　かかりつけ医や#7119等の公的機関等への

　受診前TEL相談を案内

これまでの受診行動

ユビーAI受診相談を使った受診行動
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【かかりつけ医向け】地域住民とかかりつけ医をつなぐ「ユビーリンク」

ユビーAI受診相談を活用して、クリニックの情報掲載、予約導線の設置、生活者の回答の

事前共有が可能となりました（登録・利用無料。 2021年７月27日スタート）
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FAXサンプル

【かかりつけ医向け】地域住民とかかりつけ医をつなぐ「ユビーリンク」
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ユビーリンク利用クリニックの声

腹痛を訴える患者さんが、朝 6時半にユ
ビーAI受診相談のユビーリンク機能を
使って問診を当院に送り、 10時20分来
院。

AIがまとめた情報から緊急手術が必要
と即座に判断。ユビーAI問診で紹介状も
すぐに作れたため、滞在時間 10分くらい
で別病院の紹介に至った。

病院の外来受付期限となる 12時に間に
合ったため、命を落とさずに済んだ。

患者さんの一命を取り留めた

市境にあるため、ユビーリンクがなけれ
ば恐らく出会えない患者さんの来院が増
えた。

近隣エリアは呼吸器内科が少なく、咳喘
息はコツが必要なため、他院だと診断が
付かず耳鼻科など 2〜3箇所たらい回し
にされることも少なくない。

自分が診られる診療科の人に来てもらえ
ば適切な診療ができるし、患者さんも安
心する。とくに内科は対象が広すぎるの
で、得意な分野の患者が来るのはいいこ
とだと思う。
 

適切な患者さんとのマッチング

深夜、体調に違和感を感じた患者さんよ
り、ユビーAI受診相談での回答がユビー
リンクのFAX送信機能で当院に。

翌日すぐに来院されたが、 どのような症
状かを事前に理解できたため、スムーズ
に診察を進めることができた 。

かかりつけ医として地域住民の健康増進
を手伝うべく、ユビーリンクを今後も活用
していきたい。

初診でもスムーズな診察を実現

（ご参考）
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医師を目指し、起業するまで

Ubieのこれから
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かかりつけ医 ②かかりつけ医の
　プライマリケアを支援

生活者

   
データ連携

 
 紹介

逆紹介

 急性期病院

③地域内の円滑な
　紹介と逆紹介を支援

①地域かかりつけ医　
への受診を支援

受診

地域医療のDXを進め、新たな医療のかかり方の実現へ

問診データを武器に、地域医療圏の中核を担う 急性期病院とゲートキーパーとなるクリニックのハブに。

「早期発見・早期受診」「かかりつけ医支援」「病診分業」を下支えし、医療資源の最適配分を実現

④急性期病院の
　働き方改革を支援
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千葉県御宿町との地域医療のデジタル化に係る包括協定

（ご参考）持続可能な地域医療支援 

● 御宿町では7,000人の町民の健康を3軒の

一般診療所が担っており、コロナ禍で、安定

して患者を受け入れる体制を保ち続ける重

要性が一層浮き彫りに

● 患者は「ユビーAI受診相談」から症状に関

する回答を来院前に送信可能に

● 診療所は事前に症状を把握でき、業務効率

化と患者さんへの一層親身な診療を実現

地方自治体と連携し、持続可能な地域医療体制を支援しています。
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東京都医師会と生活者・住民向けにユビーAI受診相談の連携

（ご参考）

● オミクロン株の感染者確認など新型コロナウイル

ス感染症第6波を見据えた連携を実現

● 東京都医師会がホームページで公開していた発

熱外来医療機関をユビーAI受診相談上でも検索

可能に

● 第5波で問題となった「発熱相談センターにつな

がらない」課題を解決し、スムーズに関連症状が

ある生活者を適切な医療機関へ案内すること

で、重症化と感染拡大を防止

東京都医師会とも共同でCOVID-19を踏まえた「上手な医療のかかり方」実現に向けた取組を行っています。
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海老名市、海老名市医師会、海老名総合病院との4者協働プロジェクト

（ご参考）

● コロナ感染疑い症状がある場合に

「海老名市新型コロナウイルス感染症コー

ルセンター」へ案内

● 海老名市の保健師が受け入れ可能な医療
機関へ紹介

● それ以外の症状の場合は市内の医療機関
情報を提示

2020/12 日テレ「news zero」　  2021/1 NHK「あさイチ」
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住民のかかりつけ医への適切な受診支援と診療業務支援

まずは無料でご提供している 「ユビーAI受診相談」と「ユビーリンク」を地域内の住民、医療機関に広くご利用いた

だくことで、住民の適切な受診行動の促進とかかりつけ医とのつながり強化により、

地域全体での健康増進をご支援したいと考えております。
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期待する効果（COVID-19対策／新たな日常）

COVID-19対策として 新たな日常において

自治体 ● 住民がオンラインで適切な受診先を選定できることに
よる感染拡大の防止

● 住民が自ら適切に受診できる環境醸成によるコールセ
ンター等の負担減少

● 早期発見・早期受診を促すことによる住民の健康増進

● スマートな受診環境の構築による地域の魅力向上（観
光客・Ｕターン住民への発信含む）

住民 ● 自ら位置情報や診療科から適切な受診先を簡単に検
索できる

● 事前にAI受診相談で入力した内容を医療機関に送信
することで、スムーズな受診が可能

● 適切なタイミングで適切な医療を受診することを支援
（早期発見・早期受診）

● AI受診相談で入力した内容を医療機関に送信するこ
とで、待ち時間や手間を削減

● 位置情報や診療科目から医療機関を簡単に検索でき
る

医療機関 ● 患者来院前の症状把握による発熱患者の来院時の導
線分離対応

● 診療科のミスマッチ解消による新型コロナ疑い患者の
対応の円滑化

● 「受診控え」の解消等により、より早期に適切な医療を
提供可能に（適切な集患）

● 患者来院前にどのような症状があるのか把握でき、効
率的な診療ができる（混雑緩和）

● 「かかりつけ医」の促進により地域内での適切な病診
分業を後押し
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アジアを起点としたグローバル進出

● 2020年8月シンガポール法人を設立

● JETRO主催「日ASEANにおけるアジアDX促進事業」に採択

• シンガポールは死因の約74%を非感染性
疾患(NCDs)が占め、慢性疾患の有病率も
年々上昇。65歳以上の高齢者比率も2030
年には現在の日本と同水準の25%近くに
達する見込み

• 日本と同様の医療水準・医療課題を抱えて
いることから海外進出の足掛かりとして選
定

• 今後は、地理的・文化的な面で日本に似た
課題を持つAsia-Pacific諸国でサービス展
開予定

https://ubiehealth.com/

https://ubiehealth.com/

